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■協議会の設置を提案する理由

自然環境の保全に関心のある企業、市民団体、研究者、行政がそれぞれの強

みを発揮し、市民団体間の連携を深めるなど各主体が有機的な連携を図ること

で、印西市の里山環境を良好に保ち、グリーンインフラとして持続的に活用する

仕組みを構築できれば、地域住民や企業が豊かな自然環境の恵みを享受し続

けることに大きく寄与することが期待できます。 

そこで、市と市民団体の協働により、里山の保全と活用に向けた検討・議論・情

報共有等を行う協議会を設置することを提案します。 

提案内容 

（予算の概算は提案

書様式①－４） 

１）目標

印西市内で活動する里山保全活動団体や市民、関心のある企業など、多種多

様な主体の連携を図り、印西市の里山における、「生物多様性」、「水循環」等

のグリーンインフラ機能の保全・活用に向けた管理体制を構築し、地域活性化

に資する。 

２）対象とする里山（対象地）

印西市が所有もしくは管理する里山的環境（台地上の草原・畑、樹林、湧水、水

田、谷津等）を有する土地を対象とします。 

３）協議会の設置・開催

市と市民団体との協働により、多様な主体が参画する協議会を設置します。協

議会では、印西市の里山環境の現状把握、管理目標、管理体制等について検

討・議論・調整するとともに、企業を含む多様な主体との新たな連携に向けたア

クションについて議論します。

①協議会の体制

発足当初は以下のメンバーを想定するものとし、事業開始後、協議会発足時に

運営規則等を定め、規程に則り、必要に応じて追加するものとします。 

【当初メンバー（案）】 

印西市：環境保全課、都市整備課、市民活動推進課、市民活動推進センター 

市民活動団体：NPO 法人亀成川を愛する会、NPO 法人谷田武西の原っぱと森

の会、NPO 法人ラーバン千葉ネットワーク、一社 SODO（事務局） 

研究機関：国立環境研究所 

②協議会の開催頻度

1 ヶ月に 1 回程度の開催頻度を想定しています。 

③協議会の開催場所

印西市役所内の会議室での開催を想定しています。 
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４）協議会での取組内容（案）

当初想定する取組内容は以下の通りとし、協議会での検討・議論等を踏まえ

て、適宜見直しや追加をしていきます。 

①対象地（市所有・管理地）の現況把握（リスト・マップ作成等）

 印西市が所有または管理する土地（緑地、公園等取組対象となり得る土地）

の現状（自然環境の状況、管理状況等）の把握・整理（リスト化、マップ化等）

②里山保全活動団体等の現況把握

 印西市内で里山の保全活動等の活動を行っている市民団体等の現状（団

体概要、活動内容等）の把握・整理（リスト化等）

 活動における課題、連携要望等の把握

③対象地における事業計画の検討

 既に市民活動団体等による維持管理が行われている対象地における新た

な取組の検討

 市民活動団体等による維持管理が行われていない対象地における維持管

理内容、体制の検討

 OECM※登録に係る検討（モニタリング計画の立案、申請書類の作成等）

※OECM：生物多様性の価値があり、事業者、地域、行政等による様々な取組によって、生物

多様性の保全が図られている区域（国立公園など、既に保護されている区域を除く）

④多様な主体の連携に係る検討

 市民活動団体間の連携（市有地以外で活動している団体も含む）、市民活

動団体と企業、地域内外の住民等との連携の促進に係る検討

⑤協議会の継続的な運営のあり方の検討

 次年度以降の運営のあり方に係る検討

⇒本事業で設置する協議会は今後も継続的・発展的に運営されることが望ま

しいと考えています。そこで、協働事業終了後の継続も含めて、今後の運営

体制、メンバー、取組内容等について、検討を行っていく予定です。

⑥事業の広報

 HP 等での事業の広報

⇒事業で作成したマップや資料、協議会での議論の結果等について、HP※等

で市民や企業に事業内容や事業成果をオープンに情報発信することによ

り、印西市の里山環境の保全・再生やグリーンインフラとしての持続的な利

活用の重要性等の意識啓発や、取組への参加促進を図る。

※提案者の保有する HP 等での情報発信を想定していますが、協議会での議

論を踏まえて、検討・実施する予定です。
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貴団体の特性、協

働で実施するメリット 

（提案者が事業実施できる

能力や有利なアピールポイ

ント）

■継続的な里山保全活動実績

共同提案者のうち NPO 法人３者（亀成川を愛する会、谷田武西の原っぱと森の

会、ラーバン千葉ネットワーク）は、市の保有・管理地を含む印西市内の里山保

全活動を長年に渡って実践してきており、里山の現状や、今後の保全・活用に

おける課題等について熟知しています。また、市内外の関連団体や企業、地域

の方々との良好な関係を維持しており、事業を円滑に進めることができます。 

■グリーンインフラの地域実装等に関する最先端の知見・ネットワーク

協議会での取組の推進体制には、グリーンインフラ・ネイチャーポジティブ及び

その地域実装分野における我が国最先端の研究機関である国立環境研究所

の協力を得られることとなっています。そのため、印西市におけるグリーンインフ

ラの推進、ネイチャーポジティブの実現を図るにあたって、技術的支援や、最新

の研究事例・国の動向等についての情報提供を受けることができます。また、国

立環境研究所は、様々な研究機関や行政、企業等との連携により、北総地域で

の里山保全・活用の取組を先導しており、様々な地域主体とのネットワークを有

していることから、事業を効果的に進めることができます。 

■地域のグリーンインフラ分野に精通した協議会運営

共同提案者のうち一般社団法人ＳＯＤＯ（協議会事務局担当）は、北総地域を

中心とする千葉県内において、「生態系を賢く活かした豊かな地域づくりを推進

する」ために設立された中間支援団体であり、地域の状況、行政の上位・関連

計画など、本事業を進める上で必要となる情報に精通しています。また、市内外

の関連団体や行政機関、企業等とのネットワークを有しており、事業を円滑に進

めることができます。 

■協議会の運営体制

⼤学・研究機関市⺠活動団体

印⻄市事務局

将来の⾥⼭等の
活⽤について協議

 活⽤可能な場所や価値
を⾒つける

 企業と連携する⽅法を
⼀緒に考える

例えば・・・

 市⺠活動団体間の連携の促進
 企業や地域連携の促進

地域の豊かなくらしの実現（すみやすい都市の実感）

 ネイチャーポジティブの実現
 グリーンインフラの推進

等
•協議会運営
（会議開催、資料作成等）

•事業に対する補助
•情報共有・調整
•広報・啓発

•対象地の調査
•計画⽴案に関する議論

•研究成果の共有
•調査・評価の協⼒

⻲成川を愛する会
⾕⽥武⻄の原っぱと森の会
ラーバン千葉ネットワーク

国⽴環境研究所

ＳＯＤＯ
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事業実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

■事業実施により得られる主な効果

本事業の実施により、以下に挙げるようなことが実現できます。 

本事業で直接的に実現できること 結果として実現が期待されること

・協議会の設立（市民・事業者・行政の協働による

里山の保全・活用の仕組みづくり）

・里山の保全・活用に係る市民活動団体間の連携

促進

・里山の保全・活用に係る地域、企業の連携促進

・連携によって保全・維持されている里山（市有地）

の OECM※登録

・印西市内の里山（市所有・管理地）の現状把握

・HPを通じた情報発信による市民・企業への広報、

意識啓発、参加促進

・里山の保全・活用の推進

・生物多様性の保全

・グリーンインフラの推進

・ネイチャーポジティブの推進

・カーボンニュートラルへの貢献

・地域の豊かな暮らしの実現

・市民団体間の連携促進

（多様な主体の交流の場の創出）

※OECM：生物多様性の価値があり、事業者、地域、行政等による様々な取組によって、生物多

様性の保全が図られている区域（国立公園など、既に保護されている区域を除く）

■関連する印西市の施策

本事業は印西市の進める施策と広範にかかわりがあり、以下に例示するような施

策の実現に寄与することができます。 

①印西市総合計画（自然との共生の実現） 

②第３次印西市環境基本計画（樹林地・斜面林の保全、いきものの生息・生育空間の把握、

多様な生態系の保全、水辺環境の保全、自然と調和したまちづくり、環境に配慮したまち

づくりの推進、環境学習の場と機会の創出、各主体における環境配慮行動の推進、各主

体間の連携促進、重点的な取組１：自然の力を活かそう！グリーンインフラ大作戦！！） 

③印西市緑の基本計画（樹林地の維持管理の仕組みの充実、樹林地の保全、耕作放棄地

の活用、水辺環境の保全、健全な水循環の保全、河川の水質改善、生物の生息・生育空

間の保全、緑あふれる景観の保全、緑地保全・緑化推進団体の育成、自然環境の活用、

市民参加による管理・運営の推進、市民による樹林地の保全・活用制度の創設、協働によ

る里山の調査・保全、緑に関する情報発信） 

■今後の展望

上記「提案内容」にも記した通り、本事業で設置する協議会は今後も継続的・発

展的に運営されることが望ましいと考えています。 

そこで、協働事業終了後も協議会や協議会で実施した検討の継続が実現でき

るよう、将来の運営体制、メンバー、取組内容等について、検討を行います。 

提案１１－
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（提案書 様式①－４ アイデア審査） 

概 算 予 算 書

無償分を含む総事業費 （金２，８５０，１２０円） 

うち市に負担を求める額（委託費） 金１，４１０，０００円 

【歳入】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円)

市に負担を求める額 人件費（技術的検討に係る部分） 1,410,000

提案者が負担する額 交通費、印刷費 135,000

その他収入 0

無償分を含めない合計額 1,545,000

無償労働力等換算金額 人件費（協議会の開催に係る部分） 

交通費（提案者以外が負担する額） 

（1,305,120）

無償分を含む総事業費 （2,850,120）

【歳出】 

項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円)

人件費 ①対象地の現況把握（リスト・マップ化等）

※GIS を用いたマップの作成等

15 人日×23,500 円※単価 1 

352,000

②里山保全活動団体の現況把握

※専門的視点からの現況整理、課題の抽出

5 人日×23,500 円※単価 1 

117,500

③対象地における事業計画の検討

③-1 新たな取組、維持管理内容・体制の検討

※専門的視点からの検討

10 人日×23,500 円※単価 1 

235,000

③-2 OECM 登録に係る検討

※市保有・管理地の OECM 登録申請に必要な情

報整理、モニタリング計画策定、申請書類作成

15 人日×23,500 円※単価 1 

352,500

提案１１－
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項 目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円)

人件費 ④多様な主体の連携に係る検討

※専門的視点からの検討、ヒアリングの実施等

5 人日×23,500 円※単価 1 

117,500

⑥事業の広報

※情報発信資料の作成、HP を通じた情報提供

10 人日×23,500 円※単価 1 

235,000

旅費交通費 協議会参加交通費（市民活動団体） 

5 人×12 回×500 円※市内自動車移動のガソリン代を想定 

現地踏査交通費（市民活動団体） 

2 人×3 団体×5 回×500 円※同上 

45,000

印刷製本費 会議資料の印刷 

15 部×12 回×500 円 

90,000

無償分を含めない合計額 1,545,000

提案者が負担する 

無償労働力（Ａ） 

①協議会の運営（協議会資料の作成、記録作成）

2 人日×12 回×23,500 円※単価 1 

（564,000）

②協議会の出席

●市民活動団体

5 人×12 回×2 時間×3,800 円※単価 2

●国立環境研究所

2 人×12 回×2 時間×4,900 円※単価 3

（691,200）

提案者が負担する 

無償機材等（Ｂ） 

協議会参加交通費（国立環境研究所） 

2 人×12 回×2,080 円※国環研～木下往復（公共交通機関）を想定 

（49,920）

無償労働力等換算金額 （Ａ）+（Ｂ） （1,305,120）

無償分を含む総事業費 （2,850,120）

※上記金額は、提案内容を示す概算予算書です。アイデア審査通過後、提案書様式③にて

詳細を提出頂き、最終審査で選定されます。

提案１１－
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■単価の設定根拠

１）専門技術を要する作業の人件費（単価 1）

以下に挙げる専門技術を要する作業については、国土交通省設計業務委託等技術者単価（コン

サルタント単価）の最低ランクの技術者単価（技術員）の７０％相当額の単価を採用

・ＧＩＳ等専門ツールを用いた作業（マップの作成等）

・本事業を推進する上で必要となる専門的スキルを要する作業

令和 6 年度国土交通省設計業務委託等技術者単価 

※本事業の実際の担当予定技術者は、主任技師相当～技師 B 相当の技術者となります。

単価 1：33,600 円×70％＝ 23,520 円 

⇒ 23,500 円

※100 円単位未満切り捨て

提案１１－
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２）会議への参加（単価 2，単価 3）

「謝金の標準支払基準」の改定について，平成 27 年 3 月 6 日，各府省等申合せを参考として単

価を設定するものとし、区分 6（地方支分部局が開催する一般的なもの）を採用、1 回あたりの会

議を 2 時間と想定 

・NPO 法人：幹事・専門委員の単価を採用 ⇒単価 2

・国立環境研究所：委員・臨時委員の単価を採用 ⇒単価 3

単価 3 単価 2 

提案１１－
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 ウ）  保  護  者  向  け  性  教  育  講  座
 ‧  ⽣  理  と  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ  ブ  ヘ  ル  ス‧  ラ  イ  ツ  に  つ  い  て
 性  教  育  に  男  ⼥  差  の  あっ  た  親  世  代  に  む  け  て、  今  の  ⼦  ど  も  た  ち  を  と  り  ま  く  現  状  を  知  る  機  械  の  提  供
 ‧  ⽣  理  ⽤  品  の  吸  ⽔  実  験‧  様々  な  ⽣  理  ⽤  品  を  知  り、  ⼼  と  体  を  ⼤  切  に  す  る  ⼦  ど  も  へ  の  性  教  育  に  に  つ  い  て  の  講  話
 実  際  に  吸  ⽔  量  を  ⽬  視  す  る  こ  と  で、  ⾃  ⾝  の  ⽣  理  に  向  き  合  う  時  間  を  つ  く  り、  ⼦  ど  も  と  の  違  い  が  あ  る  こ  と  を  知  る
 きっ  か  け  と  す  る。  新  し  い  ⽣  理  ⽤  品  を  紹  介  す  る  こ  と  で、  知  識  の  アッ  プ  デー  ト  と  親  ⼦  で  も  体  に  合  う  ⽣  理  ⽤  品  が  異
 な  る  場  合  も  あ  る  こ  と  を  知  る  機  会  と  す  る。
 エ）  ⽀  援  学  級  親  ⼦  向  け
 ‧  BOX  型  ナ  プ  キ  ン  製  作  と  ⽣  理  に  つ  い  て  の  お  話  会
 ⽣  理  ⽤  品  と  向  き  合  い  な  が  ら、  親  か  ら  ⼦  へ  伝  え  た  い  メッ  セー  ジ  を  書  い  た  り、  気  分  が  上  が  る  イ  ラ  ス  ト  を  書  い  た  り
 す  る  こ  と  で、  ⽣  理  に  つ  い  て  考  え  る  時  間  を  作  り  ⼤  切  に  想  い  合  う  つ  な  が  り  と、  ⾃  分  を  守  る  知  識  を  ⾝  に  つ  け  て  い 
 く。 

 ③  啓  発  イ  ベ  ン  ト  企  画  運  営
 ア）  ①  オ  リ  ジ  ナ  ル  ア  ロ  マ  ク  リー  ム  の  製  作  60  分  20  ⼈ 
 ⽣  理  の  と  き  の  気  分  を  和  ら  げ  た  り、  ⾃  分  を  労  る  た  め  の  ア  ロ  マ  講  座 
 ア）  ②  オ  リ  ジ  ナ  ル  ボッ  ク  ス  型  ナ  プ  キ  ン  製  作  60  分  10  ⼈ 
 ⽣  理  ⽤  品  と  向  き  合  い  な  が  ら、  ⽣  理  に  つ  い  て  考  え  る  時  間  を  作  り  ⼤  切  に  想  い  合  う  つ  な  が  り  と、 
 ⾃  分  を  守  る  知  識  を  ⾝  に  つ  け  て  い  く。 
 ア）  ③  絵  本  の  読  み  聞  か  せ  と  性  教  育  絵  本  の  紹  介  60  分  20  名 
 年  齢  に  応  じ  た  適  切  な  性  教  育  の  本  の  選  び  ⽅  の  ア  ド  バ  イ  ス 
 イ）  映  画  「う  ま  れ  る」  上  映  会  300  分  20  名 
 ま  る  で  ⾃  宅  の  リ  ビ  ン  グ  に  い  る  よ  う  な 
 リ  ラッ  ク  ス  で  き  る  環  境  で  ち  い  さ  な  ⼦  ど  も  も  ⼀  緒  に  い  の  ち  の  う  ま  れ  る  瞬  間  を  捉  え  た  ド  キュ  メ  ン  タ  リー  映  画  を 
 の  ん  び  り  鑑  賞  で  き  る  機  会  を  つ  く  る。 

 ウ）  イ  オ  ン  啓  発  イ  ベ  ン  ト  （講  師  な  し）  ◎1  回  実  施 
 お  買  い  物  つ  い  で  に  ⽴  ち  寄  れ  る  場  所  で、  ⽼  若  男  ⼥  ど  な  た  に  も  リ  プ  ロ  ダ  ク  ティ  ブ  ヘ  ル  ス  /  ラ  イ  ツ  に  ま  つ  わ  る  知  識  を 
 得  る  機  会  を  作  る。 
 エ）  イ  オ  ン  啓  発  イ  ベ  ン  ト  講  師  2  名  ◎1  回  実  施 
 ウ）  の  内  容  に  加  え  て、  講  師  に  分  ⼦  栄  養  学  の  専  ⾨  家  に  よ  る  思  春  期  に  特  に  と  り  た  い  栄  養  の  話  や、  理  学  療  法  ⼠  に  よ 
 る  経  ⾎  コ  ン  ト  ロー  ル、  膣  筋  ト  レー  ニ  ン  グ  の  話  を  気  軽  に  聞  け  る  場  と  す  る。 

 ④  個  別  相  談  の  ⽇
 各  種  イ  ベ  ン  ト  や、  講  座  に  参  加  し  た  ⼈  が、  もっ  と  話  を  き  き  た  い、  相  談  に  乗っ  て  ほ  し  い  と  の  要  望  に  応  じ  て  ⽉  １  回
 の  開  催  を  し、  継  続  的  な  ⽀  援  が  必  要  な  場  合  は  ⾏  政  に  つ  な  げ  て  い  く。

 貴  団  体  の  特  性、  協  働 
 で  実  施  す  る  メ  リッ  ト 

 （提  案  者  が  事  業  実  施  で  き  る 
 能  ⼒  や  有  利  な  ア  ピー  ル  ポ  イ 
 ン  ト）

 ‣  保  護  者‧  同  性‧  当  事  者  の  ⽬  線  で  ⼦  ど  も  の  真  の  ニー  ズ  を  掴  み  ま  す。
 ‣  全  員  が  ⼩  中  ⾼  ⽣  の  保  護  者  で  あ  り、  多  種  多  様  な  社  会  貢  献  活  動  に  従  事  し、  豊  富  な  知  識  と  専  ⾨  ス  キ  ル  を  持っ  て  い
 ま  す。
 ‧  PTA  、  保  教  会  本  部  役  員  （  2018  〜  2024  ）
 ‧  ⼦  育  て  ⽀  援  員 
 ‧  認  知  症  サ  ポー  ター 
 ‧  ⺠  ⽣  委  員‧  児  童  委  員 
 ‧  ピ  ア  ヘ  ル  パー 
 ‧  幼  児  体  育  初  級  公  認  指  導  員 
 ‧  お  も  ちゃ  イ  ン  ス  ト  ラ  ク  ター 
 ‧  こ  ど  も  環  境  管  理  ⼠  2  級 
 ‧  幼  稚  園  教  諭 
 ‧  保  育  ⼠ 
 ‧  特  別  ⽀  援  学  校  教  諭 
 ‧  社  会  福  祉  主  事 
 ‧  イ  ン  ク  ルー  シ  ブ  保  育‧  教  育  ⽀  援  ⼠ 
 ‧  体  験  活  動  セ  イ  フ  ティ  リー  ダー  （  ASL  ） 
 ‧  ⼦  ど  も  の  救  急  法  国  際  資  格  （  EFR-CFC  ） 
 ‧  体  験  活  動  セ  イ  フ  ティ  マ  ネー  ジャー  （  ASM  ） 
 ‧  准  学  校  ⼼  理  ⼠ 
 ‧  ⾼  等  学  校  教  諭  ⼀  種  免  許 

 ‣  戦  略〜  企  画〜  運  ⽤  ま  で  ワ  ン  ス  トッ  プ  で  対  応  し  ま  す。

 事  業  実  施  に  よ  り 
 得  ら  れ  る  効  果 

 （⾃  由  提  案  型  は  今  後  の 
 展  望  も  記  ⼊） 

 ‧  印  ⻄  市  で  は  転  ⼊  者  が  増  え、  核  家  族  世  帯  が  多  い  た  め、  イ  ベ  ン  ト  を  通  し  て、  近  隣  と  の  関  わ  る  機  会  を  設  け  る

 ‧  現  在  は、  団  体  メ  ン  バー  の  ⼦  ど  も  が  所  属  し  て  い  た  り、  PTA  や  保  教  会  で  の  つ  な  が  り  に  よ  る  学  校  や、  希  望  者  を  集
 め  た  ⼩  規  模  で  の  開  催  が  多  かっ  た。  市  の  協  働  事  業  と  し  て  動  く  こ  と  で、  よ  り  多  く  の  学  校  や  市  内  の  場  所  で  の  啓  発  活
 動  が  可  能  と  な  る。 

 ‧  こ  れ  ま  で  ⾏っ  て  き  た  活  動  の  来  場  者  ア  ン  ケー  ト  の  中  に、  ⺟  娘  で  参  加  し  た  が  次  回  機  会  が  あ  れ  ば  ⽗  息  ⼦  も  ⼀  緒  に 
 参  加  し  た  い  な  ど、  今  後  の  開  催  を  期  待  す  る  声  が  多  く  届  き、  そ  う  いっ  た  声  に  答  え  る  べ  く  誰  で  も  参  加  し  易  い  形  を  団
 体  と  し  て  常  に  考  え  て  き  た。  ⽉  経  に  ま  つ  わ  る  話  を  ⼥  性  の  話  と  限  定  す  る  こ  と  な  く、  『命』  を  テー  マ  の  根  幹  に  お  い
 た  性  教  育  講  座  を  す  る  こ  と  で、  男  ⼥  が  互  い  に  ⼈  権  を  尊  重  し、  性  別  関  係  な  く  ⼀  ⼈  ひ  と  り  が  持っ  て  い  る  個  性  や  能  ⼒
 を  ⼗  分  に  発  揮  で  き  る  地  域  社  会  づ  く  り  へ  の  効  果  が  期  待  で  き  る。 
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番号品目 ①初めての生理セット配布 ②性教育出張講座 ③啓発イベント企画運営 ④個別相談（月1回） 計

1 人件費 講座及びプログラム作成 34884 12312 207252 61560 316008

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 34000 12000 151000 60000 257000

3 旅費 外部講師交通費 0 0 6000 0 6000

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 9000 8000 58800 4000 79800

5 保険料 傷害保険 ＊ ＊ ＊ ＊ 1000 年間まとめる（10人分）

6 使用料 会場使用料 0 0 71000 0 71000

7 通信費 電話・FAX ＊ ＊ ＊ ＊ 18000 年間まとめる（¥1500/月×12ヶ月）

8 消耗品費 文具・インク・用紙 270000 120000 198000 5500 593500

9 無償分を含めない合計額 347,884 152,312 692,052 131,060 1342308

10 提案者が負担する無償労働力（A）事業の準備・調整 26676 32832 108756 73872 242136

11 提案者が負担する無償機材等（B）ガソリン代 1520 840 7910 220 10490

12 無償労働力等換算金額 28196 33672 116666 74092 252626

13 無償分を含む総事業費 404276 219,656 808,718 205,152 1594934
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番号品目 初めての生理セット配布 単価 数量 単位 計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 34 h 34884 個包装作業（1800分＝1セット個包装作業2分で計測）＋POP作成（180分）＋シール作成（60分）

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 1000 34 h 34000 役員報酬＝¥1000/h

3 旅費 外部講師交通費 0 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 10 900 部 9000 ＊プログラム制作@10×900名

5 保険料 傷害保険 0 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 0 0

7 通信費 電話・FAX 0 0 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 300 900 人 270000 (下着・ナプキン装着体験セット)＠300円×900名6校・5～6年女子児童）＝270,000円

9 無償分を含めない合計額 347884

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 26 h 26676 デザイン制作8h、資料制作8h、企画打合4h、進捗管理6h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 76 km 1520 牧の原小学校往復4km、小倉台小学校往復13km、本埜小学校往復3km、内野小学校往復10km、平賀小10km、大森小7km

12 無償労働力等換算金額 28196

13 無償分を含む総事業費 404276
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番号品目 性教育出張講座 単価 数量 単位 計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 12 h 12312 人件費＝￥1026/h×2h×3人×2回実施

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 1000 12 h 12000 役員報酬=¥1000/h×2h×3人×2回実施

3 旅費 外部講師交通費 0 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 10 800 部 8000 ＊プログラム制作@10×800名

5 保険料 傷害保険 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 0 0

7 通信費 電話・FAX 0 0 式 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 150 800 人 120000 (実験用ナプキン３種)＠150円×800名（2校・４～６年男女児童）＝120,000円

9 無償分を含めない合計額 152312

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 32 h 32832 デザイン制作8h、資料制作8h、企画打合8h、進捗管理8h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 42 km 840 牧の原小学校往復4km、内野小学校往復10km、3人

12 無償労働力等換算金額 33672

13 無償分を含む総事業費 219656
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番号品目

③啓発イベント企画運営：アロマクリーム製作

60分20人

1回実施＞牧の原交流センター

単価 数量 単位

計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 9 h 9234 人件費＝￥1026/h×3h×3人

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 14000 1 式 14000 役員報酬＝￥1000/h×3h×3人、内部講師¥5000×1人

3 旅費 外部講師交通費 0 0 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 8000 1 式 8000 ＊チラシ制作＠20×100、ポスター＠300×20

5 保険料 傷害保険 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 0 0 0

7 通信費 電話・FAX 0 0 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 500 20 人 10000 アロマ材料費@500×20人

9 無償分を含めない合計額 41234

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 14 h 14364 デザイン制作8h、企画打合4h、進捗管理2h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 16 km 320 牧の原交流センター往復4km×4人

12 無償労働力等換算金額 14684

13 無償分を含む総事業費 55918
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番号品目

③啓発イベント企画運営：オリジナルデザインの

ボックス型ナプキン製作

60分10人

1回実施＞牧の原交流センター

単価 数量 単位

計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 9 h 9234 人件費＝￥1026/h×3h×3人

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 1000 9 h 9000 役員報酬＝￥1000/h×3h×3人

3 旅費 外部講師交通費 0 0 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 8000 1 式 8000 ＊チラシ制作＠20×100、ポスター＠300×20

5 保険料 傷害保険 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 0 0 0

7 通信費 電話・FAX 0 0 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 2000 1 式 2000 文具¥2000

9 無償分を含めない合計額 28234

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 14 h 14364 デザイン制作8h、企画打合4h、進捗管理2h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 12 km 240 牧の原交流センター往復4km×3人

12 無償労働力等換算金額 14604

13 無償分を含む総事業費 42838
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番号品目
③啓発イベント企画運営：絵本読み聞かせ

60分20名

1回＞そうふけ公民館

単価 数量 単位
計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 9 h 9234 人件費＝￥1026/h×3h×3人

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 1000 9 h 9000 役員報酬＝￥1000/h×3h×3人

3 旅費 外部講師交通費 0 0 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 8000 1 式 8000 ＊チラシ制作＠20×100、ポスター＠300×20

5 保険料 傷害保険 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 0 0 0

7 通信費 電話・FAX 0 0 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 2000 1 式 2000 文具¥2000

9 無償分を含めない合計額 28234

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 14 h 14364 デザイン制作8h、企画打合4h、進捗管理2h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 7.5 km 150 そうふけ公民館往復2.5km×3人

12 無償労働力等換算金額 14514

13 無償分を含む総事業費 42748
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番号品目

映画20名

2回実施

・そうふけ公民館

・牧の原交流センター

数量 単位

計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 15 h 15390 人件費＝￥1026/h×5h×3人

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 1000 15 h 15000 役員報酬＝￥1000/h×5h×3人

3 旅費 外部講師交通費 0 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 8000 1 式 8000 ＊チラシ制作＠20×100、ポスター＠300×20

5 保険料 傷害保険 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 27000 1 式 27000 映画使用料

7 通信費 電話・FAX 0 式 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 0 0 式 0

9 無償分を含めない合計額 65390

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 16 h 16416 デザイン制作8h、企画打合4h、進捗管理4h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 120 km 2400 そうふけ公民館往復2.5km、牧の原交流センター往復4km、×3人

12 無償労働力等換算金額 18816

13 無償分を含む総事業費 84206
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番号品目 イオン啓発イベント（講師なし） 単価 数量 単位 計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 80 h 82080 人件費＝¥1026/h×8h×10人

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 37000 1 式 37000 役員報酬＝¥1000/h×8h×4人、内部講師¥5000×1人

3 旅費 外部講師交通費 0 0 式 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 13400 1 式 13400 ＊チラシ制作＠20×200、ポスター＠300×30、プログラム制作@10×40人

5 保険料 傷害保険 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 22000 1 式 22000 イオンホール会場

7 通信費 電話・FAX 0 式 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 92000 1 式 92000 ナプキン・ショーツ@500×100人=50000、実験道具@500×40人=20000、文具¥5000、装飾品¥2000、アロマ材料費@500×30人=15000

9 無償分を含めない合計額 246480

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 24 h 24624 デザイン制作8h、資料制作8h、企画打合4h、進捗管理4h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 120 km 2400 イオンホール往復12km×10人

12 無償労働力等換算金額 27024

13 無償分を含む総事業費 273504

提案１２－11



番号品目 イオン啓発イベント（講師あり） 単価 数量 単位 計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 80 h 82080 人件費＝￥1026/h×8h×10人

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 67000 1 式 67000 役員報酬=¥1000/h×8h×4人、内部講師¥5000/日×1人、外部講師¥15000/日×2人

3 旅費 外部講師交通費 3000 2 人 6000 内部講師、外部講師

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 13400 1 式 13400 ＊チラシ制作＠20×200、ポスター＠300×30、プログラム制作@10×40人

5 保険料 傷害保険 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 22000 1 式 22000 イオンホール会場

7 通信費 電話・FAX 0 式 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 92000 1 式 92000 ナプキン・ショーツ@500×100人=50000、実験道具@500×40人=20000、文具¥5000、装飾品¥2000、アロマ材料費@500×30人=15000

9 無償分を含めない合計額 198426 282480

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 24 h 24624 デザイン制作8h、資料制作8h、企画打合4h、進捗管理4h

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 120 km 2400 イオンホール往復12km×10人

12 無償労働力等換算金額 27024

13 無償分を含む総事業費 198426 309504

提案１２－12



番号品目 個別相談 単価 数量 単位 計 備考

1 人件費 講座及びプログラム作成 1026 60 h 61560 人件費＝¥1026/h×5h×1人×12ヶ月

2 報償費 外部講師謝礼・団体内講師謝礼 1000 60 h 60000 役員報酬＝¥1000/h×5h×1人×12ヶ月

3 旅費 外部講師交通費 0 0 0

4 印刷製本費 チラシ・ポスター・講座プログラム 20 200 式 4000 ＊チラシ制作@20

5 保険料 傷害保険 0 0 0 年間まとめる

6 使用料 会場使用料 0 0 0

7 通信費 電話・FAX 0 0 0 年間まとめる

8 消耗品費 文具・インク・用紙・生理用品 5,500 1 式 5500 文具¥1000、インク代¥4000（cannon家庭用インク年間コストサイト参照）、用紙¥500

9 無償分を含めない合計額 131060

10 提案者が負担する無償労働力（A） 事業の準備・調整 1026 72 h 73872 デザイン制作8h、資料制作8h、企画打合4h、進捗管理52h(1h×52週)

11 提案者が負担する無償機材等（B） ガソリン代 20 11 km 220 新センター（駅前交流館の隣）往復11km

12 無償労働力等換算金額 74092

13 無償分を含む総事業費 279244

提案１２－13


